
調査手法

調査は、郵送配付、郵送又はWeb回答にて調査を依頼しています。
調査の実施にあたっては、回収率の向上を図る目的で、オンライン調査システ
ム構築の際に以下の工夫を行っています。
〇主な工夫点
・自動入力Web回答システム ・経路検索機能
・入力内容のエラーチェック機能 ・回答一時保存機能
・スマートフォン版の作成

調査対象圏域

本調査におけるゾーニングは、
第2回調査（平成19年）のゾーニング
をベースに、前回調査時からの居住
集積や開発動向等に基づき設定して
います。
協議会での意見を踏まえ、今回調査
のゾーニングは、過去との比較の容
易さ等を踏まえて、前回調査と同じ
ゾーン区分とし、島嶼部との人の動
きを把握することを目的として、中
島地区を新たな調査対象範囲として
追加しています。

調査主体 松山市都市整備部都市・交通計画課

本体調査

今回の調査項目は、前回調査や令和 3 年に実施されている松山市都市交通特性
調査、他の都市圏での調査項目などのほか、新型コロナウィルスの蔓延による、
在宅勤務やインターネットサービスの普及など、社会環境変化（ライフスタイ
ルや交通手段の変化など）、立地適正化計画などの居住誘導に関する評価の必
要性などから検討し設定しています。
○独自の調査項目
免許返納の意向、居住形態、転居歴、住み替えの意向、世帯収入 等

付帯調査

付帯調査では、日常の平均的な行動頻度や移動手段、移動時間を別途把握する
ことや、在宅勤務・インターネットサービスの利用頻度を把握することを目的
として、２週間の「外出」と「在宅」に関する調査を実施しています。
○調査項目
・活動種類別の実施頻度（外出・在宅）
・実施頻度の変化（コロナ前・コロナ禍）
・活動種類別の主な実施場所までの交通手段
・活動種類別の主な実施場所までの平均的な所要時間

調査圏域人口 596,400人（令和4年10月1日（9月30日）5歳以上人口）

松山都市圏総合都市交通体系調査 2023年

松山市への交通依存度が高い周辺自治体を含んだ「松山都市圏」でのパーソントリップ調査は前回調査実施から 15 年が経過しており、その間に市民
の交通行動や活動、ニーズ・意識も変化しつつあることから、松山都市圏で総合的な都市交通計画の策定に向けた基礎資料とするため、「人の動き」
を捉える総合都市交通体系調査を実施しています。

自動入力Web回答システム（同じ移動をコピー）

出典：松山都市圏総合都市交通体系調査(令和5年9月) 報告書

出典：松山都市圏総合都市交通体系調査(令和5年9月) 報告書

調査体系

調査は、本体調査（世帯票、個人票）と付帯調査から構成されています。

図 調査対象範囲



2023年

調査スケジュール

４月～５月中旬にかけて、調査対象者名簿の作成や調査票、Webでの回答システムを作成しています。５月中旬から下旬に調査依頼はがきを発送し、その後調査票を郵
送しています。調査日は、５月下旬から６月上旬とし、回答期限が近づいたら督促状を送っています。

松山都市圏総合都市交通体系調査

表 工程計画

出典：松山都市圏総合都市交通体系調査(令和5年9月) 報告書



2023年

標本設定の考え方

抽出率は、前回調査と松山市立地適正化計画の居住誘導区域を踏まえて、
前回調査同様、2種類（高抽出率・低抽出率）設定しています。
＜高抽出率エリア設定の考え方＞
・松山環状線の沿道とその内側
・4車線の国道の沿道
・外環状道路インター線の沿道
・鉄道駅（JR、伊予鉄郊外線）の周辺
・立地適正化計画の居住誘導区域

＜抽出率設定の考え方＞
・抽出率を高く設定するエリアについては、
ゾーンあたり人口が1 万人程度のレベル（大ゾーンと中ゾーンの中間レベル）とする

・抽出率を低く設定するエリアについては、
ゾーンあたり人口が2 万人程度のレベル（大ゾーンレベル）とする

抽出率の設定の結果は下表に示すとおりであり、目標抽出率は高抽出エリアで 4.8％、
低抽出エリアで 2.6％と設定しています。

松山都市圏総合都市交通体系調査

出典：松山都市圏総合都市交通体系調査(令和5年9月) 報告書 出典：松山都市圏総合都市交通体系調査(令和5年9月) 報告書

図 抽出率の設定区分

表 抽出率の設定
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回収率

回収率は 28％を見込み、また、松山市においては、令和3年に実施済の都市交
通特性調査の回収済サンプルも活用することを前提に、抽出数・配布数を設定
しています。Web調査分を含め実回収数は以下の通りです。

検討体制

協議会、技術部会、事務局会議の3つの組織を立ち上げて、都市交通調査に関
する検討を実施しています。

広報の取組

パーソントリップ調査の目的や取得データの活用、調査概要などについて、
広く一般に案内・周知し、調査の必要性の啓発、円滑に調査を進めるために、
ポスター、ホームページ、広報誌等による広報を実施しています。

ポスター ホームページ

広報まつやま

松山都市圏総合都市交通体系調査

出典：松山都市圏総合都市交通体系調査(令和5年9月) 報告書

出典：松山都市圏総合都市交通体系調査(令和5年9月) 報告書出典：令和5年度街路交通調査成果の概要

表 回収率

表 検討体制

令和5年松山都市圏パーソントリップ調査

実回収数 有効・無効

市町 発送数
回収

目標数
郵送 Web

(一部完了)
計 構成割合 郵送

(28%) (a) (b) (a)+(b) 回収率 対目標 郵送 Web

松山市 28,315 7,928 4,798 2,959 7,757 27.4% 97.8% 61.9% 38.1%

伊予市 2,076 581 397 153 550 26.5% 94.7% 72.2% 27.8%

東温市 2,416 676 433 221 654 27.1% 96.7% 66.2% 33.8%

松前町 2,254 631 400 175 575 25.5% 91.1% 69.6% 30.4%

砥部町 1,533 429 299 119 418 27.3% 97.4% 71.5% 28.5%

合計 36,594 10,245 6,327 3,627 9,954 27.2% 97.2% 63.6% 36.4%



2023年

調査票

世帯票、個人票、付帯調査票

世帯票 個人票

付帯調査票

松山都市圏総合都市交通体系調査

出典：松山都市圏総合都市交通体系調査(令和5年9月) 報告書
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各種調査物件

調査依頼はがき、あいさつ状（調査のご説明）、記入の手引き、発送用封筒、返信用封筒、お礼状兼督促はがき

記入の手引き

調査依頼はがき

あいさつ状（調査のご説明）

松山都市圏総合都市交通体系調査

出典：松山都市圏総合都市交通体系調査(令和5年9月) 報告書



2023年

各種調査物件

調査依頼はがき、あいさつ状（調査のご説明）、記入の手引き、発送用封筒、返信用封筒、お礼状兼督促はがき

発送用封筒

お礼状兼督促はがき

返信用封筒

松山都市圏総合都市交通体系調査

出典：松山都市圏総合都市交通体系調査(令和5年9月) 報告書


